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F3気分障害患者数 昨年同月比

930万人以上

「JASTメディカルデータセット」について

約９３０万人規模の利用許諾を得たレセプトデータを出
典元とした「ICD-10」別の集計データ（患者数、レセプ
ト件数、主病寄せ医療費）を御提供しております。
性別や年代といったパーソナルな項目、時系列でデータ

を追うことが出来るように年月を他項目として保持してお
ります。

ソースは弊社が保持する業界最大級の医療データ

13 年以上

最大保有年数患者数

メディカルデータを用いた大規模解析が可能
ex)東京都のコロナ禍における気分障害に関するデータについて

※コロナ禍における気分障害（躁鬱等）患者数の動きを見ています。
患者の同月比に関してコロナ禍が進むにつれ大きくなっている傾向が
確認できます。医療機関の受診控えが問われていた期間この傾向が出
現しているのは気分障害の特徴のひとつと言えます。また第5波を起点
にその傾向が逆転し始めているような傾向もあります。

IDRでのデータ提供から生まれた活用事例

ケース1 大阪公立大学

ケース2 筑波大学

■ツイートに基づき人同士のつながりを評価する指標を作成し提案
指標①：「イベントなどへの参加度」によって、2020年上半期におけるZoom等を用いたオンライン上の交流が気分障害患者数の減少に寄与した

可能性があることを示しています。
指標②：「親族とのつながり度」によって、コロナへの不満が少ない2020年冬季における否定的な交流が気分障害患者数の増加に寄与した可能

性があることを示しています。

研究テーマ：ツイート（現ポスト）を利用した地域別の市民同士のつながりを評価する指標の提案

研究テーマ：鉄道新駅開業による医療費削減効果について


